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株式会社阿部長商店

●企業の概要

住　　所：気仙沼市内の脇二丁目133番地3

設 立 年：昭和43年（創業：昭和36年）

業　　種：水産加工及び観光（ホテル経営）

資 本 金：50百万円

従業員数：611名

代表取締役

阿部　泰浩氏

●事業の概要
鮮魚の行商から始まった創業当時より、時代環境の変化に即応して水産物卸売業、食

品加工業、観光業と事業を多角展開。今日に至っても、倉庫業への新規事業展開や温泉

掘削事業など、積極的な設備投資、事業拡大により地域のリーダー企業として地域の経

済発展や雇用機会の増大に寄与。

本社社屋
天皇杯受賞「あぶりさんま」

第9回（平成18年度）
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日本有数の買付量を誇る鮮魚と水産加工食品の
提供、真のリゾート観光開発により
三陸地域経済の発展に大きく貢献

●受賞の理由
三陸地域の基幹産業である「水産業」と「観光業」を企業経営の両輪とし、地域に根ざした事業開

発を進め、地域経済発展に大きく貢献。「海の恵を美味しいままに食品の安全と安心を食卓へお届け

すること」「人と海とのふれあい、くつろぎをご提供すること」を基本理念として、三陸の個性豊か

な海の幸・海の恵を世界のお客様へ提案・提供。「海」に関するお客様の多様なニーズに取り組む姿

勢は高く評価できる。

水産事業では、日本有数の買付量を誇る鮮魚の提供と、業界に先駆けて取得したHACCP製造認定

の食品加工および超低温冷蔵庫を軸に、一次加工から高次加工にいたるあらゆるニーズに対応し、現

代の嗜好にあった安心の美味しさを次の世代へと伝え続けている。「気仙沼の戻りガツオ」は地域ブ

ランドとして定着し、根強く支持されている。

観光事業では、三陸の雄大な自然と共存し「人」と「海」を結ぶ心身共にくつろげる真のリゾート

開発を展開、多くの人々へ最高の旅を提供している。平成16年4月には南三陸ホテル観洋、平成17年

12月には気仙沼ホテル観洋で天然温泉を開湯させ、三陸地域の新たな魅力として地元を含む新しい客

層の獲得に成功し、観光客の増大に寄与している。

今後も従業員一人一人が「魚と海のプロフェッショナル」を目指し、｢三陸の豊かな海の恵を最大

限に生かす｣アイデアと迅速な行動力を発揮し、質の高い商品・サービスの提供に努めることにより、

さらなる発展が期待される企業である。

工場内風景 気仙沼工場

気仙沼ホテル観洋南三陸ホテル観洋


